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概要 

 平成19年度、当館では、｢科学館子ども教室｣｢夏休みサイエンススクール｣など、小･中学生や保護者を対象に数々

の工作教室や体験講座を行ってきた。 

 その内容は、以前から当館で行ってきたものの他に、「コオロギの孵化の観察」や｢コンピュータを使ってのロボ

ット操縦｣など、新しい内容も取り入れて、子ども達の理科的な興味を喚起することができた。 

 今回は、それらの指導過程を改善し、まとめておくことで、いつでも誰でも指導できる体制を整え、魅力ある体

験活動ができるようにすることを目的とし、今年度実施した体験教室についてそれぞれ単票でまとめることとした。 

 また、体験活動のメニューについて概観し、平成19年度の成果と反省点について考察した。 

キーワード 科学館 体験活動 

 

１ はじめに 

 千葉県立現代産業科学館では、常設展、企

画展などの展示や展示場内で毎日実施してい

る演示実験の他に、館職員あるいは外部講師

による講座、講演会、科学工作教室を中心と

した体験教室などの事業を実施している。そ

の中で体験教室は、土日祝日や夏休みなどの

長期休暇の時期に様々な内容で開催しており、

特に、親子連れからの人気が高い。 

 これら体験教室の多くは、実験や工作の設

備を備えた体験学習室で実施しているが、そ

れ以外に、展示場内で年間何回か実施される

大規模イベントのブースとして行っている工

作教室や、小学校に出前で実施する「出張講

座」で行う実験や工作教室などもある。当館

では、その場面や対象に応じたバラエティー

に富む体験メニューを用意しており、それら

をまとめて「体験活動」とよんでいる。 

 体験活動のメニューは、これまで継続して

実施してきた多くのメニューに、担当者のア

イディアや参加者のニーズを加味した新しい

メニューを加えて更新されている。今年度も、

「コオロギの孵化の観察」や「コンピュータ

を使ってのロボット操縦」など、新しいもの

を取り入れ、子ども達の理科的な興味を喚起

する取り組みをし、ある程度目標を達成する

ことができた。 

 本稿では、これらの平成19年度に実施した

体験活動のメニューの内容をそれぞれ整理し、

公開することで、体験活動メニューが広く利

用されるようにすることを目的とする。また

あわせて、体験活動を当館で実施した際の、

参加者の傾向などについて概観し、成果や反

省点について若干の考察を加えることにより、

これらのメニューを活用する際の一助とした

い。 

 

２ 体験活動の概要 

（１）事業数・参加者数 

 平成 19 年度に実施した体験活動は、39 事

業、延べ実施回数は72回、参加者総数は2,430

人であった。実施方法は、事業によって様々

である。主催事業の「科学館子ども教室」は、

多くの場合、定員各回 20 名で 1 日に午後 2

回実施したが、「ロボットを動かしてみよう」

のように機材の関係で定員数が小さいものも

存在する。 

 また、６月 10 日、11 日に実施した「ふく

らむスライムをつくろう」のように延べ 600

人参加しているものについては、２日間ブー

スを設置して、朝から夕方まで順次参加者を

受け入れた結果である。このように、事業の

実施状況により参加者は大きく変化するため、

参加人数とメニューの人気とは単純には一致

しない。 
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（２）内容 

 平成 19 年度に実施した体験活動のメニュ

ー数は33であった。それらを①科学工作、②

科学体験、③自然体験、④歴史技術体験の４

分野に分類し、それぞれの件数をカウントす

ると第１表のようになった。 

 
分野 件数 
科学工作 1９ 
科学体験 ８ 
自然体験 ３ 
歴史技術体験 ３ 

表１ 体験メニューの件数 

 

①科学工作 

 19件と最も多い。いずれも成果品や工作の

過程で科学の不思議について興味を促したり、

科学の原理について理解を深めたりするよう

な部分があり、持ち帰り可能な成果品が完成

するものをここに含めた。 

 

②科学体験 

 科学的な要素をもつもので、工作ではない

ものをここに分類した。「ロボットを動かして

みよう」といった機械的なものや、「ＤＮＡ抽

出実験」、「発酵を学ぶ実験教室」など実験的

要素の強いものもある。 

 件数は８件である。 

 

③自然体験 

 「コオロギの孵化・産卵を観察しよう」や

「葉っぱの化石をとりだそう」といった生物、

地学系の体験をここに含めた。 

 

④歴史技術体験 

 「勾玉づくり」、「石器づくり体験」、「和凧

づくり」といったものをここに含めた。当館

は現代産業科学館という性格上、産業技術に

ついても網羅しているため、このような内容

についても歴史的技術の体験の一環として体

験活動に取り入れている。 

 

 

 当館の体験活動を便宜的に分類したが、例

えば、②に分類した「発酵を学ぶ実験教室」

などは生物学的な要素があるため③に分類す

ることも可能であり、①に分類した「飛ぶた

ねを作ろう」は、植物の種を基点として、工

作に展開するというもので、①と③の要素が

含まれている。また、③に分類した「コパル

をみがき生物を発見しよう」は、④の要素も

ある。このように、ひとつの体験にも様々な

要素が含まれるものもある。 

 

（３）教室の受付方法 

 受付方法は、大別して①電話などによる事

前予約、②当日、開始前に定員数を受付、③

当日、実施時間中に順次受付の3パターンが

ある。多くの場合は②で実施しているが、参

加者の事前準備が必要なもの、外部との連携

事業については、①を採用するケースがあり、

イベントなどでのブース出展の場合は、③を

採用している。 

 

（４）費用について 

 参加費は、材料費などの実費と保険料が含

まれ、子どもが中心の体験活動であるため、

500 円以下に抑えている。基本的に参加者の

実費負担で実施しているが、館外の組織と共

催で実施している場合は、参加費が無料であ

ったり、一部負担であったりする場合がある。 

 

３ 記録方法 

 それぞれのメニューは、対象や定員、時間

などが異なり、準備や工程も大きく違ってい

る。そのため解説を詳細にすると多くの紙幅

を必要とするものもある。そこで今回は、あ

くまでも索引的な役割を重視する目的で、そ

れぞれのメニューを単票で表示することとし、

メニューによっては詳細を省略した。表示し

た画像は、完成写真や実施状況とし、設計図

などは省略した（別添資料）。 

 単票の様式は、図１を使用し、1 年間に実

施した体験活動について表２にまとめ、単票

は、それらと対応させている。 

 単票の記載の中で、「難易度」については、

実際に行ってみた結果、参加者の様子や達成
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度を加味して、担当者が設定したものである。 

 「費用」については、一人分（もしくは 1

組分）を記載した。複数の材料が必要な場合

は、多数購入し、案分してある場合が多く、

保険料も含まれる。 

 「材料」については、その体験活動を行う

上で、応募した対象人数に対し必要な数量を

記載した。従って、対象とする人数を変更す

る場合は調整する必要がある。 

 平成19年度に実施した事業の中で、例えば、

「化石の取り出し体験」のように、同じ内容

を異なった体制で実施したものもある 1)。こ

のようなものについては、別メニューとせず、

簡便に実施したケースに基づいて記載した。 

 また、単票を作成したものは、あくまでも

当館職員が講師を担当したもの、あるいは、

当館職員が準備運営に大きく関わったものに

限定した。例えば、「展示運営協力会」の工作

教室や講座については、外部講師に企画も含

めて依頼し、実施しており、実施方法や内容

は講師に依拠しているため、一覧表には記載

したが単票は作成しなかった。 

 

４ 実施結果と課題 

（１）メニューと参加者数 

 それぞれのメニューの参加者数、あるいは

定員に対する参加者数は、そのメニューを評

価する上で一つの尺度となることはいうまで

もない。しかしその事業の参加者数を決定す

るのは、実施した日程、天候、時間帯、広報

の浸透度、同日に開催しているイベントの動

員力など、いくつかの要因があり簡単には判

断できない。 

 単純にメニューに対する反応でみると、平

成 19 年度から新しく実施したメニューの反

応がよかったことが伺える。特に「ロボット

を動かしてみよう」、「カシャカシャライトを

つくろう」などは、参加した子ども達の興味

を強く引いたようで、次回の開催等の問い合

わせも多く聞かれた。 

 実施した時期でみると、夏休み中の事業は

総じて人気が高く、特に成果品が完成するよ

うな工作教室は好評であった。特に事前受付

により参加者を募った場合、短期間で満席と

なる場合が多かった。またこの期間は、当日

受付で定員を限定しなかった「勾玉づくり」

や「飛ぶ種をつくろう」は、1 日で 100 名を

超える参加者が見られた。一方で、当館の閑

散期にあたる冬季の天候条件が悪く、来館者

が少ない日に当日受付で実施した事業の中に

は、参加者を集めるのに苦労したものもあっ

た。 

 

 

（２）参加者年齢層について 

 当館は、様々な年齢層の来館者に利用され

ているが、とりわけ多いのが、小学校低学年

以下の子どもと親といった組み合わせである。

今回とりあげた体験活動への参加者について

は、特にその傾向が強く、我々もそれを意識

してメニューを組み立てている。 

その一方で、小学校高学年以上の来館者増

についても射程に入れながら体験活動のメニ

ューを選定してきた。 

 メニューごとの参加年齢層をみると、「ロボ

ットを動かそう」、「バイオ入門」といったも

のが、比較的年齢層が高く、低年齢層からの

脱却に寄与している。特にロボットは人気が

高いので、来館者の年齢層拡大に効果がある

ものと推測される。 

 また、先に述べたように、我々は体験活動

への受付については、３パターンを使い分け

ているが、受付方法によって参加者の年齢層

に違いが生まれる可能性がある。グラフ１は、

メニューごとの参加者年齢層を示したものだ

が、当日受付したものと比較して事前受付の

方が、小学校４年生以上の割合が大きい。こ

れは、事前受付とした方が、能動的に申し込

むのに対し、当日受付の場合は、子ども連れ

の親が偶然に申し込むケースが多いためであ

ると推測される。しかし、事前受付とした事

業の多くが夏休み期間中のものであることか

ら、夏休みの工作宿題をあてにしたものであ

る可能性もあり、単純に受付方法に起因する

とはいえない。 
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（３）成果と課題 

 平成19年度の実施事業をみると、単発で実

施している体験活動については、定員を上回

る参加者を得るなどの成果を収めることがで

きた。前項で、日程と参加者数の相関につい

て述べたが、閑散期である冬季においても、

化石体験やコパル磨きなどの人気講座を配置

することで、ある程度の参加者を確保するこ

とができた。また、今年度より新規ではじめ

たメニューについても、参加者の反応もよく、

いずれも継続して実施することとした。 

 全体的に、体験活動は好評であったが、一

方で、いくつかの課題が明確になった。 

①メニューの新陳代謝 

 人気の高い定番メニューであっても、毎年

実施していると参加者に飽きられ、反応が鈍

くなっているのを感じた。参加者の興味を持

続させるために、毎年新しいメニューを加え

て新鮮味を持たせる必要がある。 

②夏季休暇中のメニュー・受付方法の見直し 

 夏季休暇中の事業は、事前予約のものが多

く、満員となって予約が終了した後にも問い

合わせが多く、不満が多く寄せられた。これ

らのニーズに対応できるように、事前受付と

当日受付の事業を組み合わせた事業計画を立

て、多くの来館者が参加できるようにする必

要がある。またこの対策として、多数の参加

者を吸収できるようなプログラムを何度か実

施するのも必要であろう。 

③大規模イベントで実施するメニューの開発 

 館外の組織との共催による大規模イベント

が、計画実施されており、当館からも、体験

メニューなどによるイベントへの積極的な参

加が求められている。しかし、多数の来館者

のあるイベントに十分に対応できるメニュー

が不足しており、単体で実施している事業と

比較して、十分な成果が上がっているとはい

えない。 

 低予算で、安全かつ多数の参加者を満足さ

せるようなメニューを開発する必要がある。 

 

５ おわりに 

当館で実施する体験活動は、工作教室、大

規模イベントでのブース、出張講座といった

ような、様々な局面で実施されており、一定

の成果をあげてきた。近年、博物館において

は、来館者の増加や収益性が求められ、その

ため、短期間で多くの来館者がある大規模イ

ベントが重視される傾向にある。そのため、

今回とりあげた２０名程度の少人数を対象と

する体験活動は、館運営の視点からは歓迎さ

れない傾向にある。 

 しかし、夏季休暇中における参加者数や問

い合わせ件数の多さや、閑散期における体験

活動への参加者の関心の高さをみると、来館

者のニーズは高く、メニューの充実は来館者

数の底上げにつながるものと考えられ、重要

である。 

 今回のような記録は、来館者増に追われ、

忘失されてしまうアイディアなどを記録にと

どめ、再活用されることを図る意味で、博物

館活動として有意義であると考えられる。 

 

 

(注) 

1)これ以外にも、化石のレプリカづくり、恐

竜のたまごづくりといったメニューが、年

間複数回あるいは、異なったシチュエーシ

ョンで実施されている。 
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主催・共催・連携事業（1回10名～20名の教室）    

No. 実施日 体験活動メニュー 分野 
参加

人数
分類 

1 6/17・24 日 
１．偏光板を使った工作スルリンをつ

くろう 
科学工作 

７４

名 

科学館子ども教室(当館

主催） 

2 9/23 日 
２．コオロギのふ化・産卵を観察しよ

う 
自然体験 26名

科学館子ども教室(当館

主催） 

3 9/30 日 ３．ロボットを動かしてみよう 科学体験 20名
科学館子ども教室(当館

主催） 

4 1/13 日 ４．和凧をつくろう 歴史技術体験 30名
科学館子ども教室(当館

主催） 

5 1/20 日 ５．カシャカシャライトをつくろう 科学工作 47名
科学館子ども教室(当館

主催） 

6 2/10・17 日 ６．コパルをみがき生物を発見しよう 自然体験 84名
科学館子ども教室(当館

主催） 

8 3/8・16 日 ７．葉っぱの化石をとりだそう 自然体験 42名
科学館子ども教室(当館

主催） 

9 7/7 土 ８．紙飛行機工作教室 科学工作 30名 工作教室（当館主催） 

図１ 単票の様式 
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10 7/15 日 ７．岩の中から化石を探そう 自然体験 30名 友の会事業と共催 

11 10/17 日 ９．電動カーを組み立てる 科学体験 ５名 友の会主催事業 

12 8/19 日 10．ものづくりの原点 勾玉づくり 歴史技術体験 22名
高等学校単位認定支援

事業 

13 9/22 土 11．ものづくりの原点 石器づくり 歴史技術体験 13名
高等学校単位認定支援

事業 

14 8/5 日 12．ぶんぶんミツバチ 科学工作 36名

「夏休みサイエンス・ス

クール2007」（県教育

委員会と共催）  

15 8/12 日 13．クリップモーター 科学工作 36名

「夏休みサイエンス・ス

クール2007」（県教育

委員会と共催）  

16 9/1 土 14．親子バイオ入門実験教室 科学体験 
２０

名 

NPO法人くらしとバイ

オプラザ２１と連携 

17 11/23 祝 15．発酵を学ぶ実験教室 科学体験 24名
NPO法人くらしとバイ

オプラザ２１と連携 

18 3/22 土 16．カラーマジックケーキをつくろう 科学体験 
２４

名 

NPO法人くらしとバイ

オプラザ２１と連携 

19 3/2 日 17．家族で協力して熱気球をとばそう 科学工作 20組 JAXAと連携 

表２－１ 体験活動一覧（主催・共催・連携事業） 

 

大規模イベントへの出展    

No. 実施日 体験活動メニュー 分野  参加人数 分類 

20 4/28・29 
土・

日 

18．飛ぶたね(カエデ・ラワ

ン・ニワウルシ） 
科学工作 160名 

コールデンウィーク「科

学館子どもフェア2007」

21 5/20 日 19．不思議なステンドグラス 科学工作 70名 
国際博物館の日 記念事

業   

22 6/15 記 20．化石のレプリカづくり 科学工作 48名 
県民の日・開館記念日「科

学館フェア」 

23 6/9・10 
土・

日 

21．ふくらむスライムをつく

ろう 
科学工作 600名 

「青少年のための科学の

祭典-千葉大会-」への出

展 

24 8/12 日 
22．飛ぶ種を作ろう（アルソ

ミトラ） 
科学工作 212名 夏休み体験教室 

25 8/19 日 10．勾玉づくり  歴史技術体験 174名 夏休み体験教室 

26 11/4 日 10．勾玉づくり 歴史技術体験 82名 
「鬼高さんしゃ祭」への

出展 

27 11/4 日 23．恐竜の卵をつくろう 科学工作 65名 鬼高さんしゃ祭関連事業

表２－２ 体験活動一覧（大規模イベントへの出展） 
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出張講座      

No. 実施日 体験活動メニュー  分野 
参加

人数
分類 

21．ふうせんスライム 科学工作 

20．化石のレプリカ 科学工作 28 11/12 月 

19．不思議なステンドグラス 科学工作 

35名 

出張講座 

（流山市教育研究会

理科部会へ） 

21．ふうせんスライム 科学工作 

23．恐竜のたまご 科学工作 29 2/20 水 

24．登り虫 科学工作 

21名 

出張講座 

（八千代市教育研究

会理科部会へ） 

表２－３ 体験活動一覧（出張講座） 

 

 

展示・運営協力会講座・工作教室（外部講師による事業）   

No. 実施日 体験活動メニュー 分野 参加人数 分類 

30 7/22 日 

頭がよくなる立体モデル製作 

「展開図から複雑な立体を組み立て

よう」 

科学工作 20名   展示・運営協力会工作教室

31 7/22 日 

電気教室 太陽の力ってすごいね！

～ソーラーメロディーハウスの工作

～ 

科学工作 40名  展示・運営協力会工作教室

32 7/25 水 ホタルの光のひみつ 科学体験 30名  展示・運営協力会工作教室

33 7/29 日 「ＤＮＡ」抽出実験 科学体験 18名 展示・運営協力会工作教室

34 7/31 火 

釣り糸で光ファイバーの仕組みを知

ろう 

～光ファイバーの原理を利用した飾

り作り～ 

科学工作 67名 展示・運営協力会工作教室

35 8/3 金 紙すき教室 科学工作 
30名   

23名  
展示・運営協力会工作教室

36 8/4 土 
ガス管をリサイクルしてオリジナル

ペンダントを作ろう！ 
科学工作 

１１名  

16名 
展示・運営協力会工作教室

37 8/7 火 二足歩行ロボット操縦体験 科学体験 
24名   

20名 
展示・運営協力会工作教室

38 8/21 火 くるくるカタツムリを作ろう 科学工作 21名 展示・運営協力会工作教室

表２－４ 体験活動一覧（展示・運営協力会講座・工作教室） 
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グラフ 受付方法別にみた、体験活動の参加者年齢層（上：事前受付、下：当日受付） 
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別添資料 体験活動単票 
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